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人権啓発映像教材



ネット社会における部落差別と人権
～誰もが一人の人間として尊重される社会の実現をめざして～

現代社会におけるインターネットは利便性が高く、SNSや動画投稿サイトなどを通して自由に意見表明することができるのが特徴です。
一方で、インターネット上では他者からの評価が自身の評価と誤認し、部落差別・外国人差別といった偏見や差別を助長するような情報を
発信する行為がみられます。ときに投稿者自身も第三者から誹謗中傷を受けることがあり、現在深刻な人権問題となっています。
インターネット上の一部の情報が、誤った認識や差別意識を助長すること、表現の自由を逸脱した許されない行為であると気づく

大切さ、差別されている当事者が訴え続けるという負担を強いる社会構造の実態について理解するとともに、差別のない社会、誰もが
一人の人間として尊重される社会の実現をめざすことを目的として、人権啓発ドラマを制作しました。

佐々木愛依は、大学の友人・大哉が投稿サイトにアップする
動画をいつも楽しみにしていた。日本史が好きな大哉は、各地
を訪れてその歴史を紹介するチャンネルを運営している。
ある日愛依は、大哉が投稿した動画がバズったと聞く。だが

その動画とは、友人・光星からの助言で作られた、かつての
被差別部落を訪れ、過激な編集を施したものだった。増え続け
る再生回数に喜び、次々に同じような動画をアップする大哉と
光星。その中には、在日外国人集落を取り上げたものもあった。
コメント欄には差別を煽る書き込みが連なる。複雑な気持ちで
動画を見ていた愛依は、そこに映っている家に見覚えがあるこ
とに気が付いた。
愛依は小学生の頃に父を亡くし、母が働くことになり、いつも

愛依を預かってくれたのは母の友人「綾女おばちゃん」だった。
愛依のことを本当の家族のように可愛がってくれた綾女。

部落だと動画に映っていたのは、その綾女の家であった。
差別や偏見を煽る動画を消してほしいという愛依の切実な

想いを聞いた大哉は、すぐに動画を削除する。しかし、第三者
によって削除したはずの動画がネット上で拡散されてしまう。
殺到する誹謗中傷に困り果てた愛依・大哉・光星の３人は、
メディア社会論を専門とする朴優奈准教授に相談をすることに。
朴は、かつて自身の国籍により誹謗中傷を受けた経験を語り、

差別の加害者にならないためには『心のアラート』が大切なの
だと3人を諭す。心から反省する大哉と光星。
その夜、愛依は実家の母から綾女と連絡がつかないと聞き

不安に駆られていた。愛依は過去のある出来事をきっかけに、
綾女とはもう長らく会っていなかった。
12年前、幼い愛依が綾女にしてしまったある出来事とは̶̶
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